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特集　郷土の偉人　瀬戸口藤吉翁

特別コンサート
瀬戸口藤吉翁記念行進曲

ふるさとコンサート
瀬戸口藤吉翁の

＆



今 月 の ポ ス ト カ ー ド 表 面

P O S T  C A R D

平成 28 年度から、垂水市の魅力発信のために、広報たる

みずに「ポストカード」をご用意しました！家族や友人、

恋人に送って、垂水市のPRにご協力をお願いいたします！

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

み ん な で 魅 力 発 信

広報たるみず目次
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Ｐ 5　シネマ・シネマ
Ｐ 15　GIGA スクール通信
Ｐ 16　絶妙景観
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Ｐ 20　図書館へようこそ！
Ｐ 21　子育てを応援します！
Ｐ 22　まちの話題
Ｐ 28　見逃せない！
Ｐ 40　お便り
Ｐ 42　プレゼント
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RegularＰ　6  NEWS ／垂水市の取組を紹介します。

     垂水市総合防災訓練
     垂水市防災点検
     令和４年第２回市議会定例会

Ｐ 10  特集／郷土の偉人

      瀬戸口藤吉翁
Ｐ 14  定期連載企画　 

      ImaTaru 今村総合病院×垂水市 

◎今月の表紙
６月４日に行われた瀬戸口藤
吉翁記念行進曲特別コンサー
トに出演された皆様の集合写
真です。素敵な演奏でした。

◎１階市長席は、新型コロナウイルス感染症対策のため、当分の間、中止とさせていただきます。
　ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

こ ち ら
市 長 室

市長コラム

市長の動きは
WEB からご覧
いただけます。

過去の
絶妙景観

本号
（７月号）

絶妙景観

絶 妙 景 観
垂 水 市
Exquisite View

Second season

牛 根 地 区

ア ジ サ イ ロ ー ド

鹿 児 島 県 垂 水 市
2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
７ 月 1 日 発 行 ／ No.135

　６月は、新型コロナウイルス感染
対策を講じた上で、「瀬戸口藤吉翁」
を顕彰するコンサートなど、様々な
行事を開催いたしました。
　詳細は本号に掲載しておりますの
で、どうぞご覧ください。
　７月は「文月（ふみづき）」の月
名があります。語源には諸説あるよ
うですが、七夕に詩歌を献じること
や書物を干す風習から、「文月」と
なったとされる説があります。はる
か昔から現代に至るまで、文は私た
ちの生活の一部であります。
　本コラムは、私から市民の皆様へ
直接、市政について報告するコー
ナーでありますが、スペースも限ら
れており、加えて、皆様とお会いし、
様々なお考えをお伺いして、その思
いに寄り添ったまちづくりにつなげ
ていけたらと思っております。

絶 妙 景 観
垂 水 市
Exquisite View

Second season

猿 ヶ 城 渓 谷

な め り の 床

　報道等でもありましたとおり、本
市が発注した公共工事の契約保証金
が不明となっている事案がありま
す。現在、警察による捜査が行われ
ております。
　市といたしましては、今後とも警
察の捜査に全面的に協力すること
で、事案の解明に努めるとともに、
市民の皆様への説明責任を果たして
いきたいと考えております。
　このようなことから、市政ミニ報
告会を開催し、市の取組の報告と皆
様との意見交換を行いたいと考えて
おります。具体的な開催内容は本号
29 ページに掲載しておりますので、
ぜひともお申し込みくださいますよ
う、よろしくお願い申し上げます。
　結びに、熱中症対策や夏バテ対策
の上、ご自愛のほどをお祈り申し上
げます。
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〔 広報担当のシネマのススメ 〕

1 キネパス
スマートフォンで
簡単に映画予約できる
アプリを活用！

2 自動発券機
鹿児島ミッテ 10 では自動発券機で
チケットを発券！キネパスをご利用
の方は QR コードをかざすだけで
チケットを発券できちゃいます！

上映作品は、急遽予定が変更となる場合がございます。ご了承ください。

新しい感動をあなたへ！

鹿児島ミッテ 10 へ Let's  go ！ 新作
映画

鹿児島ミッテ 10 より シネマクーポン廃止のお知らせ
　平成 23 年より、皆様に提供させていただいておりましたシネマクーポンは

「新しい生活様式」・「新サービス料金の案内」に合わせ、鹿児島ミッテ 10 運
営方針の変更により廃止することとなりました。
　今後、より多くのお客様にサービスが提供できるよう努めて参ります。
ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願いします。

3 2022 年新料金
◎一般 1,900 円
◎大学・専門学生 1,500 円
◎高校・中学・小人（3歳以上）1,000 円
◎シニア（60歳以上）1,200 円

【水曜サービスデイ】
毎週水曜は料金が 1,200 円

【ペア 50 割】
どちらかが 50 歳以上の２名
１組様で料金が 2,800 円

新サービス

み ん な で 魅 力 発 信

今 月 の ポ ス ト カ ー ド 裏 面

P O S T  C A R D

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

POST  CARD

POST  CARD

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

新型コロナウイルス感染症
予防に関するご案内

必ずマスクの着用をお願いします。
マスク未着用の場合は
ご入場をお断りさせていただきます。

マスク着用のお願い

モエカレはオレンジ色

金
公開 7 / 8 金

公開 7 / 8 金

公開 7 / 15 金
公開 7 / 15 金

公開 7 / 22 金
公開 7 / 29 金

ソー：ラブ＆サンダー

キングダム２ 遥かなる大地へ GHOSTBOOK おばけずかん

公開 7 / 1 金
公開 7 / 1 金

エルヴィスバズ・ライトイヤー

ミニオンズ フィーバー ジュラシック・ワールド
新たなる支配者
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NEWSNEWS
◎総務課安心安全係

　　　　　　☎内線 223

▲降雨体験をする児童。１時間に 180 ミリの降雨を体験することができました。

▲土石流実験

令
和
４
年
度
垂
水
市
総
合
防

災
訓
練
を
５
月
27
、
28
日

に
、
水
之
上
小
学
校
の
児
童
や
防

災
関
係
機
関
等
に
参
加
い
た
だ
き
、

同
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
垂
水
市
地
域
防
災
計

画
等
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
と
知
識
の
向
上
を
図

る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
、
防
災
関

係
機
関
が
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

災
害
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
適
切

に
行
え
る
よ
う
、
防
災
体
制
の
実

効
性
に
つ
い
て
も
検
証
・
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
降
雨
体
験
や
土
石

流
実
験
、
避
難
訓
練
等
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
野
田
琶わ

こ子
さ
ん
（
同
小

学
校
・
６
年
）
は
「
降
雨
体
験
は

い
つ
も
の
雨
と
は
違
い
、
怖
か
っ

た
で
す
。
防
災
を
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
関
係
団
体

と
連
携
し
、
防
災
意
識
の
醸
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令 和 ４ 年 度 垂 水 市 総 合 防 災 訓 練

～ 防災意識の醸成 ～～ 安心安全なまちづくり ～
▲防災点検の様子（場所：田神地内）

▲災害復旧工事が行われている現場（新城諏訪地区）

令
和
４
年
度
垂
水
市
防
災
点

検
を
５
月
24
日
に
、
新
城
地

区
と
田
神
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
梅
雨
時
期
を
前

に
、
市
内
の
災
害
危
険
箇
所
や
復

旧
工
事
現
場
等
を
、
自
衛
隊
や
警

察
等
の
関
係
機
関
と
合
同
で
点
検

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
情
報
共

有
を
行
い
、
連
携
の
確
認
も
行
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
等
で
の
土
砂
災
害
現
場
の
３

箇
所
を
点
検
し
ま
し
た
。
各
所
で
、

災
害
復
旧
工
事
の
状
況
や
、
地
形
・

周
辺
道
路
の
確
認
や
、
山
（
崖
）

崩
れ
、
地
す
べ
り
等
の
危
険
箇
所

（
地
域
）
の
確
認
を
行
い
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
、
災
害
応
急
対

処
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
市
民
の
皆

様
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
を
推
進

し
て
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

豪
雨
や
台
風
等
の
災
害
の
季
節
に

な
り
ま
す
。
早
め
の
避
難
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

◎総務課安心安全係
　　　　　　☎内線 223令 和 ４ 年 度 垂 水 市 防 災 点 検

▲雨量計の実験 ▲ＶＲ体験

【令和４年度垂水市防災点検箇所】
　①新城内田地区
　　災害発生年度／令和２年度
　　災害関連緊急治山事業
　②新城諏訪地区
　　災害発生年度／平成 29 年度
　　復旧治山事業
　③垂水田神地内
　　災害発生年度／平成 28 ～令和２年度
　　市道元垂水原田線法面復旧事業
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NEWS
◎企画政策課秘書広報係
　　　　　　☎内線 221令 和 ４ 年 第 ２ 回 市 議 会 定 例 会

垂水市のため、熱く議論
令
和
４
年
第
２
回
市
議
会
定

例
会
が
６
月
３
日
か
ら
７

月
１
日
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
議
会
は
、
垂
水
市
の
運
営
の

基
本
的
な
方
針
を
議
決
し
、
そ
の

執
行
を
監
視
し
ま
す
。
ま
た
、
積

極
的
な
政
策
提
案
を
通
し
て
政
策

形
成
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
垂
水
市
総
合

開
発
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
案

や
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
の
影
響

に
係
る
令
和
４
年
度
垂
水
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
案
、パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
求

め
る
請
願
等
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

垂
水
市
執
行
部
で
は
、「
垂
水
市

の
発
展
」、「
市
民
の
幸
福
」
の
実

現
の
た
め
に
、
上
程
し
て
い
る
全

て
の
議
案
に
つ
い
て
、
然
る
べ
き

説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
記
事
作
成
時
（
６
月

20
日
時
点
）
に
お
い
て
は
、
議
案

審
議
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
定

例
会
の
結
果
は
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

令和４年度垂水市一般会計補正予算（第２号）案
◎農林業物価等高騰対策事業補助金／ 30,209 千円
　市内に住所を有し、販売目的で農林業を営む個人ま
　たは法人に、販売金額に応じて 15 千円～ 400 千円を
　上限に補助するもの

◎燃油高騰対策事業補助金／ 20,021 千円
　垂水市漁業協同組合・牛根漁業協同組合の正組合員
　に、重油等購入経費に対し５円以内（１L あたり）を、
　月 500 千円を上限として補助するもの

◎商工業者支援給付金事業／ 25,801 千円
　市内に住所を有する商工業者（農林・水産業を除く）
　に一律 50 千円を給付するもの ( 各種要件有り )

◎子育て世帯生活応援臨時給付金／ 70,334 千円
　国が行う子育て世帯生活支援特別給付金の対象とな
　らない子育て世帯に一律 50 千円（児童１人あたり）
　を給付するもの

※上記は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
　時給付金を活用する予定です。
※他 15 事業に関する補正予算案を上程しています。
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垂
水
市
で
生
ま
れ
た
行
進
曲
の
父
。

彼
の
「
軍
艦
」
は
、
今
も
市
民
に
愛
さ
れ
る
音
楽
で
あ
る
。

瀬
戸
口
藤
吉

明 治 元 年　５月 10 日、瀬戸口覚兵衛の次
　　　　　　男として垂水に生まれる。

明治 15 年　14 歳　海軍楽隊に入隊する。

明治 30 年　29 歳　「軍艦の歌」で初めて作
　　　　　　　　　曲する。

明治 33 年　31 歳　「軍艦の歌」を行進曲に
　　　　　　　　　編曲した「軍艦行進曲」
　　　　　　　　　を観艦式で初演奏する。

明治 37 年　36 歳　海軍軍楽隊楽長となる。

明治 43 年　42 歳　「軍艦行進曲」を管弦楽
　　　　　　　　　団用に編曲した「軍艦
　　　　　　　　　マーチ」を初演奏する。

大 正 ６ 年 　49 歳　海軍軍楽特務少尉を定
　　　　　　　　　年退官する。

昭和 13 年　70 歳　大日本音楽協会より内
　　　　　　　　　閣総理大臣賞を受賞し、
　　　　　　　　　妻と長女を伴って垂水
　　　　　　　　　に帰郷する。

昭和 16 年　11 月８日、永眠。享年 74 歳。

瀬戸口藤吉　略歴

Toukichi Setoguchi

▲ 軍艦行進曲 40 周年記念演奏会で指揮を揮う様子

▲ 昭和 13 年の帰郷時の様子（垂水小学校で講話をされた。）

　
今
月
の
特
集
は
、
瀬
戸
口
藤
吉
の
功
績

と
瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
さ
れ
た
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音

楽
隊
の
髙
野
隊
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

瀬
戸
口
藤
吉
翁
記
念
行
進
曲
特
別
コ
ン

サ
ー
ト
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

瀬
戸
口
藤
吉
は
、
明
治
元
年
、
垂
水

で
瀬
戸
口
覚
兵
衛
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
９
歳
の
頃
、
初
め
て
聴

い
た
島
津
家
お
抱
え
の
楽
隊
の
音
楽
に
深

く
感
動
し
ま
す
。
同
15
年
に
海
軍
軍
楽
隊

へ
入
隊
し
、
ド
イ
ツ
語
、
ピ
ア
ノ
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
に
打
ち
込
み
作
曲
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
大
正
６
年
に
海
軍
軍
楽
特
務
少

尉
を
定
年
退
官
す
る
ま
で
、
明
治
天
皇
御

大
葬
儀
、
大
正
天
皇
御
即
位
大
礼
等
に
お

い
て
も
指
揮
を
揮
い
ま
し
た
。
昭
和
12
年

に
は
、「
愛
国
行
進
曲
」
の
作
曲
を
手
が
け
、

レ
コ
ー
ド
１
０
０
万
枚
の
売
上
を
記
録
し
、

大
日
本
音
楽
協
会
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
瀬
戸
口
藤
吉
は
、「
行

進
曲
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
方
々
か

ら
愛
さ
れ
る
作
曲
者
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
海
上
自
衛
隊
佐
世

保
音
楽
隊
の
髙
野
隊
長
が
吹
奏
楽
と
瀬
戸

口
藤
吉
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 特集　郷土の偉人　瀬戸口藤吉翁

♪

　
　

吹
奏
楽
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

海上自衛隊佐世保音楽隊　隊長

１等海尉　髙野 賢一 さん

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊Q

　

私
が
高
校
生
の
時
、
地
元
に
海
上
自
衛

隊
東
京
音
楽
隊
が
演
奏
に
来
ま
し
て
、
そ

の
演
奏
を
聴
い
て
「
す
ご
く
良
い
演
奏
さ

れ
る
な
あ
。
こ
う
い
う
音
楽
隊
が
あ
る
の

か
」
と
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
自
衛
隊
音
楽
隊
を
希
望
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
方
々
の
白
い
制
服

が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
特
に
地
元
の
方
が
す
ご
く
上
手

に
ソ
ロ
を
弾
い
て
お
ら
れ
て
、
と
て
も
憧

れ
ま
し
た
。

　
　

瀬
戸
口
藤
吉
の
故
郷
で
あ
る
本
市
で

　
　

演
奏
す
る
お
気
持
ち
は
？

Q
　

瀬
戸
口
藤
吉
先
生
は
大
先
輩
で
あ
ら
れ

　
　

瀬
戸
口
藤
吉
作
曲
で
好
き
な
曲
は
？

Q
　

私
は
海
上
自
衛
官
で
す
の
で
、
や
は
り

『
行
進
曲
「
軍
艦
」』
が
一
番
好
き
で
す
。

シ
ン
プ
ル
な
の
で
す
が
力
強
く
、
明
治

時
代
の
石
炭
を
焚
い
て
動
か
す
軍
艦
の
イ

メ
ー
ジ
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ

が
非
常
に
好
き
で
す
。

　

楽
器
を
吹
い
て
い
る
と
、
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
基
本
に
帰
り
、
基

礎
練
習
を
大
切
に
行
え
ば
、
必
ず
道
は
開

け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
の
は
結
構
辛
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
必
ず
後
か
ら
役
に
立
ち
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
大
切
に
土
台
を
積
み
重
ね
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Q
　
　

吹
奏
楽
を
頑
張
る
こ
ど
も
た
ち
へ　

　
　

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

Interviewee

瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
出
演海上自衛隊佐世保音楽隊

佐
世
保
音
楽
隊
長
に

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　昭和 30 年に佐世保補充部内の組織とし

て誕生、昭和 51 年に佐世保地方総監直

轄の音楽演奏を専門とする部隊として正

式に編成が認められる。広報担当区域は、

山口県から九州全域、沖縄県で「士気高

揚のための音楽演奏」「儀式における音楽

演奏」「広報のための音楽演奏」の任務を

ま
す
し
、
曲
を
聴
け
ば
日
本
で
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
、
そ
う
い
っ
た
曲
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
大
先
輩

の
故
郷
で
演
奏
す
る
の
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
演
奏
し
、
音
楽
を
届
け
よ

う
と
心
掛
け
ま
し
た
。

主とする。佐世保音楽隊独自の活動

方針として「皆様に愛され親しまれ

る音楽隊」を掲げ、小・中・高生等

に対する演奏指導等も行っている。
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心
踊
る
、
綺
麗
な
音
色
。

「
瀬
戸
口
藤
吉
翁
記
念
行
進
曲
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
」

届
け
、
音
楽
の
力
。



現 在思春期のあなたの娘さんお孫さんが、もし

20 代で子宮頸がんを発症してしまったら…？

　子宮頸がんが 20 ～ 40 歳代の女性に増えています。

進行がんになるまで無症状ですので、妊娠して初め

て産婦人科を受診した時に、妊娠中の子宮にがんが

見つかる女性もいます。子育て期に忙しさからがん

検診を受けず、更年期に不正出血で受診した時には

進行がんという女性も多いです。

　オーストラリアでは、2028 年には新規の子宮頸

がん患者はほぼいなくなると予想されているのに対

し、日本では子宮頸がんで泣く女性が増え続けてい

ます。なぜでしょうか？ 

　WHO は、① 15 歳までの HPV ワクチン接種、②

定期的な子宮がん検診、③早期に診断治療を行う、

の 3 つを 9 割以上の方が受ける事で、子宮頸がんは

30 年後撲滅できるとシミュレーションしています。

①の HPV ワクチンとは子宮頸がんワクチンのこと

です。日本でも 2013 年から定期接種に追加され、

小学校 6 年～高校 1 年の女子は無料でワクチンを接

種することができます。しかし接種率は１％未満で

あり、多くの女性が「がんから子宮を守るチャンス」

を逃しています。

　約 10 年前、子宮頸がんワクチン接種後に運動機

能の障害や慢性の痛みなど「多様な症状」をきたし

た若い女性の映像が、テレビで頻回に放映されたこ

とを覚えてらっしゃる方も多いでしょう。その際、

精査のため国が積極的勧奨を中止しました。その後

の国内・国外での調査で、このような「多様な症状」

は思春期に時々発症するものであり、子宮頸がんワ

クチンとの直接の関係性は無いと判明しました。子

宮頸がんワクチンは世界中で安全なワクチンとして

認められており、2020 年には 90 以上の国で国家プ

ログラムとして接種され、子宮頸がんの予防効果も

証明されています。

　2022 年 4 月より、国内外で安全性と有効性が確

認されたこと、副反応が生じた時の診療体制も整っ

たことから、子宮頸がんワクチンの積極的な接種の

呼びかけを再開することが決まりました。

　接種のお知らせが届いたご家庭は、正しい知識の

もと、娘さんの子宮頸がんワクチン接種を前向きに

ご検討ください。正しい知識を得るには、「子宮頸

がんと HPV ワクチンに関する正しい理解のために」

という日本産科婦人科学会のサイトがお勧めです。

2013 年以降ワクチン接種を受けなかった方も、接

種のチャンスがありますので調べてみてください。
今村総合病院産婦人科専門医

貴島  佳子

「一人でも多くの鹿児島の女性
に幸せになって頂きたい」を
モットーに、産科・婦人科疾患
を中心に患者様に寄り添った
診療を行っている優しい先生で
す。仕事・子育て・介護と頑張
る女性の心身の不調に対する女
性漢方療法が好評です。

公益財団法人慈愛会と垂水市の包括連携協定のもと、今村総合病院の医師の皆様にご
協力いただき、市民の皆様の健康増進及び子育て支援啓発を目的に、４カ月に１回、
皆様にお伝えしたい情報をコラム掲載いたします。

今
村

総
合

病院×垂水市

Ima
Taru

Vol. １

思春期の娘さんのために、親として「今」できる事
～子宮頸がんワクチンというプレゼント～

問 保健課健康増進・元気プロジェクト係 ☎ 内線 138

詳しくは、日本産科婦人科
学会の HP をご覧ください。

GIGA スクール通信 vol.4
　令和３年度から、GIGA スクールによる一人一台端末を本格的に活用した教育が始まった垂水市。
ここでは、市民の皆様に、GIGA スクールはどういったものなのか解説するとともに、各校の取組
を紹介することで、GIGA スクール構想を基にした教育に親しみを持っていただければと思います。

牛根小学校『家庭と連携した GIGA スクールの推進』

▲ 家庭学習で端末を活用している様子

　『牛根小らしい GIGA スクール』とは、「児童のみならず、保護者（家庭）を引き込み、保護者の理解を得ながら、
タブレット端末を利活用して個別最適化された家庭学習をより一層充実させること」です。
　今年度は、学校だけでなく各家庭において、もっと GIGA スクールについて理解を深めてもらい、更に深化・
発展させられるよう『家庭と連携した GIGA スクールの推進』をテーマに掲げ、家庭と共に深めるタブレッ
ト端末の活用を中心に据えて、特色ある実践を進めて参ります。
　有り難いことに本市は他の市町村に先駆け、タブレット端末を持ち帰らせ活用させています。本校児童も
ほぼ毎日持ち帰り、授業の振り返りや家庭での調べ学習、AI ドリルなどを使って、一人一人に応じた（個別
最適化された）その日の復習等に取り組ませています。その様子を、是非保護者にも見てもらい、「そんな
こともできるんだね」、「その先はどうするの？」等、子供たちが意欲的に
学ぶ姿を認めたり、励ましたりしながら、自己肯定感が高められるように
適切に関わってほしいと願っています。
　保護者から「今はタブレットは文房具であり、昔では想像できない学び
の大きな変革に驚いている」という声をよく伺います。だからこそ、保護
者の理解を深め、互いに連携しながら、牛根小らしい GIGA スクール構想
を推進していく必要があると考えています。これからも保護者のいろいろ
な声を受け止め、子供たちのためのよりよい実践に結び付けていきます。

子
供
た
ち
の
姿
か
ら
学
ぶ

　

垂
水
市
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
取

組
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
情
報
教
育
部
会
を
創
設
し
ま
し
た
。
市
内

各
小
・
中
学
校
か
ら
担
当
者
が
参
加
し
、
昨
年
度
ま
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
関
す
る
講
演
会
や
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
「
ｎ
ａ
ｖ
ｉ

ｍ
ａ
（
ナ
ビ
マ
）」、「
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
（
心
の
天
気
）」
な

ど
の
活
用
方
法
等
を
中
心
に
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、

実
際
に
授
業
を
通
し
た
研
修
を
中
心
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

６
月
３
日
に
は
、
今
年
度
初
め
て
、
新
城
小
学
校
で
授
業
を
通
し

た
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
・
４
年
生
と
５
・
６
年
生
の
授
業
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
実
際
に
授
業
で
利
活
用

す
る
場
面
の
工
夫
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
り
、
情
報
共
有
し
た
り
し

ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
実
際
に
操
作
し
て
い
る

姿
か
ら
、「
目
標
と
す
る
姿
を
確
認
で
き
た
」、「
自
分
の
学
校
で
も

早
速
試
し
て
み
た
い
」
等
の
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
鹿
児
島
女
子
短
期
大

学
准
教
授
）
か
ら
は
、
授
業
（
学
習
）
に
お
い
て
、
課
題
を
解
決
し

た
り
、
他
者
に
効
果
的
に
伝
え
た
り
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
）
を
子
供
自
身
が
選
択
す
る
な
ど
、
子
供
の
姿
を
踏
ま
え
て
主

体
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の

視
点
や
授
業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
利
活
用
方
法
に
つ
い
て

指
導
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
授
業
を
通
し
た
研
修

会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
特
色
を
生
か
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
の
取
組
が
充
実
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

▲ 新城小学校での研修会の様子
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◎場　所／牛根地区
◎撮影者／垂水市企画政策課秘書広報係
◎撮影日／令和４年６月９日（木）
◎絶妙景観写真ダウンロードは、
　左記 QR コードより

絶 妙 景 観
Exquisite View

Second season

牛 根 地 区

ア ジ サ イ ロ ー ド



食
し ょ っ か い

改
キッチン

SECOND  SEASON

Healthmate recipe of this month

今月の食改さん

① じゃがいもは皮をむいて、適
　 当な大きさに切る。

② ①を 10 分程度、水にさらす。③ 水気を切り、耐熱皿に入れ、
　 軽くラップをかけて、700W
　 のレンジで５分加熱する。

いも餅の完成です！

⑦ ⑥を 9 等分にし、成型する。

⑥ ④に塩、片栗粉を加えて、
　 全体を混ぜる。

④ ③に火が通ったら、熱いう
　 ちにマッシャーで潰す。

⑧ フライパンに油をひき、⑦の両
　 面をこんがりと焼く。

⑨ ⑧に⑤のタレを塗り、海苔
　 で巻けば・・・

⑤ A を鍋に入れ、軽く煮詰めて
　 タレを作る。

1

食改
完了

3

89

5

2

7

6 4

【1 個あたり】
エネルギー　73kcal
食塩相当量　0.6 ｇ

【材料】（９個分）
□じゃがいも／大３個

□塩／小さじ半分

□片栗粉／大さじ２

□油／適量

□海苔／９枚

A味噌だれ

□砂糖／大さじ１

□みりん／大さじ１

□料理酒／大さじ１

□味噌／大さじ１

今月のレシピ

いも餅

　じゃがいもは、免疫力を高め、
抗酸化作用のある「ビタミンＣ」
や、塩分の排泄を促し、血圧上
昇を抑える「カリウム」を多く
含んでいます。
　いも餅の中に「チーズ」を入
れたり、醤油、砂糖、みりんで

「みたらし風」にするのもお勧め
です。夏休みのお菓子にいかが
でしょうか？

村山貴恵さん、池田みすずさん

（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
：
瀬
角
龍
平
）

▲本城橋南側に建つ「末田浅一翁顕彰碑」

垂
水
と
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

　
『
垂
水
市
史
』
下
巻
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和

五
十
年
の
統
計
を
見
る
と
、
気
候
に
恵
ま

れ
た
垂
水
で
は
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
栽

培
面
積
が
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
額

は
約
七
億
四
千
万
円
余
り
で
、
主
要
農
産

物
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
現
在
で
は
大
隅
半
島
や
県
内
各
地
で
栽

培
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
長
ど
ん

　

末
田
浅
一
は
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）

年
、
広
島
県
呉
市
の
西
、
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
大
崎
下
島
の
御み
た
ら
い

手
洗
地
区
の
す
ぐ
北

隣
、
大
お
お
ち
ょ
う長
地
区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
崎

下
島
は
江
戸
時
代
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 26 回

キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
父

末
田
浅
一

で
、
船
の
風
待
ち
や
潮
待
ち
の
天
然
の
良

港
を
持
つ
島
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
今

も
当
時
の
様
子
を
留
め
る
御
手
洗
地
区
は

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
一
は
、
は
じ
め
は
船
に
よ
る
行
商
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
三
十
六
歳
の
時
、
垂
水
の
中
俣
に
移
住

し
て
初
め
て
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

浅
一
と
親
交
の
あ
っ
た
中
俣
の
故
下
瀬

松
男
氏
は
「
末
田
さ
ん
は
も
と
船
乗
り
で
、

広
島
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
物
資
を
大
阪
に
運

ぶ
う
ち
に
、
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
が
い
い

値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
の
に
目
を
つ
け
て

暖
地
栽
培
を
思
い
立
っ
た
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
浅
一
は
垂
水
の
地
が

キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
適
地
で
あ
る

こ
と
を
農
家
に
奨
励
し
て
、
鹿
児
島
を
日

本
一
の
産
地
に
築
き
上
げ
た
功
労
者
な
の

で
す
。
ま
た
浅
一
は
故
郷
の
島
の
名
前
か

ら
、垂
水
の
人
々
に
親
し
み
を
込
め
て
「
大

長
ど
ん
」
と
呼
ば
れ
、
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド

ウ
も
当
初
は
「
大
長
マ
メ
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

当
時
、
垂
水
の
農
作
物
は
ミ
カ
ン
や
葉

タ
バ
コ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
が
主
で
し
た

が
、
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
零
細
農
家
が

多
い
垂
水
の
農
家
に
と
っ
て
絶
好
の
換
金

作
物
と
な
り
ま
し
た
。
後
に
栽
培
地
域
も

中
俣
か
ら
元
垂
水
、
市
木
、
海
潟
、
牛
根

方
面
に
ま
で
広
が
り
、
農
家
の
人
々
の
生

活
向
上
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

浅
一
の
好
人
物
で
金
銭
に
淡
白
だ
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
の
ち
に
長
女
の
文
恵
氏

は
「
父
が
怒
っ
た
の
を
一
度
も
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
常
に
子
煩
悩

で
、
外
出
す
る
と
必
ず
お
み
や
げ
を
買
っ

て
帰
り
ま
し
た
。
使
用
人
に
も
や
さ
し
く
、

夜
な
べ
さ
せ
た
と
き
は
肉
う
ど
ん
を
作
っ

て
食
べ
さ
せ
る
の
が
習
慣
で
、
海
潟
ま
で

自
転
車
で
肉
を
買
い
に
行
く
の
を
日
課
の

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
、
述
懐
し
て

い
ま
す
。

　

約
十
二
年
の
間
、
垂
水
の
キ
ヌ
サ
ヤ
エ

ン
ド
ウ
の
普
及
や
農
業
生
産
に
尽
力
し
た

浅
一
で
し
た
が
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）

年
家
族
を
中
俣
に
残
し
、
新
天
地
を
求
め

て
満
州
に
渡
っ
て
開
拓
に
参
加
。
そ
し
て

現
地
の
人
々
を
使
っ
て
鉄
工
所
を
経
営
し

た
り
、
新
京
の
郊
外
で
コ
ウ
リ
ャ
ン
の
栽

培
も
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
不
幸
に
も
終

戦
間
際
の
混
乱
の
な
か
で
満
州
で
生
涯
を

終
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
六（
一
九
七
一
）年
四
月
に
は
、

国
道
二
二
〇
号
沿
い
の
本
城
橋
南
側
に「
末

田
浅
一
翁
顕
彰
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
今
も

本
城
川
の
ほ
と
り
で
浅
一
の
功
績
を
伝
え

続
け
て
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】『
垂
水
市
史
』
下
巻
ほ
か
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◎垂水市立図書館　☎ 0994-32-7111　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 6 時

子育て支援センター

乳幼児健康診査乳幼児健康診査

◎保健課健康増進・元気プロジェクト係　☎内線 138・164

乳幼児健康診査図 書 館 か ら 皆 様 へ

ショートケーキ。

著
／
坂
木 

司

紙鑑定士の事件
ファイル（２）

（著／歌田 年）

譲られたきものや帯が生まれ
変 わ る 喜 び、 私 好 み の コ ー
ディネート術…。もったいな
い精神で捨てずに生かす着物
のリメイクを楽しみつつ、好
きなものを集めて丁寧に暮ら
す様子を写真とともに紹介。

柴田理恵の
きもの好日

（著／柴田 理恵）

おともだちべんとう

作
／
白
土 

あ
つ
こ

学校では教えてくれなかっ
た社会で生きていくため

に知っておきたい知識

監
修
／
泉 

美
智
子

時計屋探偵の冒険

著
／
大
山 

誠
一
郎

仕込み５分の
漬けとく献立

著
／
市
瀬 

悦
子

桃太郎電鉄
都道府県 100 の

クイズ

発
行
／
東
京
：
カ
ド
カ
ワ

月の王

著
／
馳 

星
周

い ざ！ に 備 え る 遊 び
で防災体験 BOOK

著
／
神
谷 

明
宏

発 達 障 害 に 関 わ る 人 が
知っておきたい「相談援助」

のコツがわかる本

著
／
浜
内 

彩
乃

開 催 7/27（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 30 分～午後 1 時 45 分

対 象 者 令和４年３月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

３か月児健康診査

開 催 7/20（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和元年12月～令和２年1月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

２歳６か月児歯科健康診査

開 催 7/27（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和 3 年 12 月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

６～８か月児健康診査

開 催 7/13（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和２年 11 月～ 12 月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

１歳６か月児健康診査

７月行事予定
　子育て支援センターでは、子育ての相談や、パパ

やママに役立つ講座なども定期的に開催しています。

５月はインテリアコーディネーターによる「クロー

ゼットのお片付け講座」や、「親子で使えるアロマの

虫よけスプレー作り」を行い、皆で楽しく学びました。

７月も「幼児食講座」など色々なイベントを予定し

ています。是非お気軽にご利用ください。

子育て支援センター日記

◎垂水市子育て支援センター　☎ 0994-31-3052
　10：00 ～ 16：00　（土、日、祝日、年末年始を除く）

※新型コロナウイルスの状況により縮小・中止する場合があ

ります。入り口での検温・消毒にご協力をお願いいたします。

7/4 月 11:00 はぴまま

7/7 木 11:00 七夕

7/11 月 10:00 おもちゃ病院

7/13 水 10:30 幼児食講座

7/20 水 11:00 妊婦さん向け座談会

7/25 月 10:00 おもちゃ病院

7/29 金 11:00 臨床心理士による悩み相談会

毎週 月 随時 ベビーマッサージ

毎週 火 11:00
おはなしなぁに？

( 公園に行こう )

毎週 金
11:00

or
14:00

わらべうた

◆令和４年度「夏のおはなしシアター」の開催
■開催日　７月 18 日（月・祝）　午前 10 時 30 分～
■場所　垂水市立図書館（１階市民ホール）
■対象　10 家族（おおむね 30 ～ 40 人）
■申込方法
　①申込書を図書館に持参　　②図書館に電話
　※申込書は図書館、子育て支援センター、市民館
　　にあります。
■申込期間　７月１日（金）～ 14 日（木）
　　　　　　※定員に達し次第、終了

◆「セカンドブック」贈呈式
　６月７日、柊原小学校でセカンドブックの贈呈式
が開催されました。セカンドブック事業は、読書習
慣のきっかけづくりを目的に、市内の新小学校１年
生（令和４年度は 72 人）に本を１冊プレゼントす
るものです。岩元琉

り ゅ う ま

眞さんは、「本を読むのが大好
きです。１年生のうちに 200 冊本を読みたいです」
と話しました。この事業により、読書を通じ豊かな
心が育まれることを期待いたします。

◆休館日
４日（月）、11 日（月）、19 日（火）、25 日（月）

フィギュア造形の蘊
うんちく

蓄で事件

を解決し、父を喪った少年の

心を開く。さらに殺人事件の

謎を、コスプレの技術で暴く

⁉紙鑑定士・渡部がさまざま

な事件に挑む連作短編編集。

202022（令和 4）7月 - 広報たるみず21 Tarumizu  City  Public  Relations



定期的に開催！境地域交流会「おじゃったもんせ」

　５月１日、境小学校で境地域交流会「おじゃったも
んせ」が開催されました。これは、地域活性化と交流
を目的に境地区公民館等が企画したものです。当日は、
地域の方々を含め子どもから大人まで 130 人以上の方
が集まり、みんなで校庭を走りまわりながら、ボール
遊びや輪投げ等を楽しみました。また、野菜畑では旬
の玉ねぎの収穫体験もありました。参加者は、「大きな
玉ねぎが採れました。とても楽しい１日となりました」
と話しました。同交流会は回を重ねるごとに来場者が
増えており、地域の活性化が図られています。 ▲広い校庭で楽しくボール遊びをしました。

▲フリーマーケットも出店しました。 ▲力をあわせて、大きな玉ねぎを収穫しました。

令和４年度生涯学習
オープニングフェアの開催

　５月 15 日、垂水市市民館で生涯学習オープニン
グフェアが開催されました。生涯学習は、市民が生
涯にわたって自己の人格を磨き、豊かな人生を送る
ことを目的としており、本市ではさまざまな講座が
開講されています。当日は受講生を代表して「フッ
トサル講座」を受講する清水謙

け ん し ん

信さん（松ケ崎小・
５年）、慶

け い じ

次さん（同小・３年）が、「友だちと仲良
くなり、フットサルの楽しさを広めたいです」と抱
負を述べました。受講される皆さんの学びが充実し
たものとなりますよう、ご活躍をお祈りいたします。

極真空手　垂水道場生
空手道選手権大会優勝・準優勝

　５月８日、『極真空手 第 39 回オープントーナメン
ト鹿児島県空手道選手権大会』が鹿児島県体育館で
行われ、堂脇謙

け ん し ん

心さん ( 垂水小 5 年 )、岩切茉
ま り あ

梨愛
さん ( 協和小 5 年 ) が優勝、野元智

と も や

陽さん ( 垂水小
４年 ) が準優勝の成績を納めました。女子チャンピ
オンクラス無差別級で優勝した岩切茉梨愛さんは

「昨年は準優勝だったので、たくさん練習して次は
勝とうという気持ちで頑張りました」と話しました。

　５月 20 日、中央運動公園内たるみずスポーツラ
ンドで県大会・地区大会の予選会を兼ねた垂水市老
人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会が開催されま
した。当日は、16 チーム 80 人が参加し、和やかな
雰囲気のなか、日頃の練習の成果を発揮していまし
た。現在、県下全域にて「老人クラブ会員５万人増
強運動」も実施中です。仲間と一緒に健康づくり、
ボランティア活動等に参加しませんか。

【成績】（敬称略）
　優勝 潮彩 A　２位 宮脇長寿会 C　３位 協和 A

垂水おもてなし
少女・少年隊結団式

　５月 21 日、垂水おもてなし少女・少年隊結団式
が開催されました。この活動は、市内でのボランティ
ア活動等を通して、おもてなしの心を持つこと、自
ら進んで物事に取り組む姿勢や思いやりの心を持つ
ことを目的としています。今年度は、垂水中央中学
校の生徒８人、垂水高校の生徒３人でのスタートと
なりますが、団員は今後も随時募集しております。
団長の新村優

ゆ り な

里奈さん（同高等学校・２年）は、「目
配り、気配り、心配り、常に周囲の人が喜んでくれ
る最高のおもてなしを届けたいです」と話しました。

垂水市老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会開催！

市内小規模校４校 ( 新城小・柊原小・牛根小・松ケ崎小)
集合学習を開催

▲ミニ運動会のかけっこの様子

▲１年生のグループ学習の様子 ▲４年生の学習の様子

　５月 19 日、松ケ崎小学校で市内小規模校４校集合学
習が行われました。これは、同学年の友だちと多くの
関わり合いがもてる学習活動の体験を通じて，豊かな
心や社会性を育むために、小規模校４校が企画したも
のです。当日は、ミニ運動会や、普段より多い人数で
の学習などが行われました。田村雄

ゆ う し ん

心さん（松ケ崎小・
３年）は「他校のみんなは足が速い人、勉強が得意な
人などいろいろな人がいました。たくさんの友達がで
きました」と話しました。普段とは違う学校生活を送
ることができ、充実した１日となりました。

【道場生大募集！無料体験受付中！】ご興味のある方は下記まで！

ワールド極真会館  垂水道場 : 責任者  中原さん  ☎ 090-9479-2559
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交通安全を祈願した
親子かかし作り

　５月 29 日、牛根小学校の児童 16 人が日曜参観に
合わせて親子でかかし作りを行いました。今回作成
したかかしは、国道 220 号沿いの垂水市役所牛根支
所入口に１年間飾り、交通安全を呼び掛けます。当
日、児童らは発泡スチロールや木材を使用して約２
時間かけて、大きなかかしを作りました。森士

し え る

恵陽
さん（５年）は「口の色塗りが大変でした。これを
見た人が、安全運転を心掛けてくれたら嬉しいです」
と話しました。交通ルール、安全運転を心掛け、近
くをお通りの際は、ぜひ、ご覧ください。

選挙の大切さを学ぼう！
新城小学校で選挙の出前授業

　５月 25 日、新城小学校で選挙の出前授業があり
ました。これは、鹿児島県明るい選挙推進協議会が、
小学生等に選挙等の大切さを働きかける取組で、市
選挙管理委員会が協力して出前授業を行うもので
す。当日は、５・６年生 10 人が選挙制度などの講
話や、模擬投票を体験しました。授業を受けた戸越
絢
じ ゅ ら

良さん ( ５年 ) は「どうせ自分の力だけじゃでき
ないと思っていましたが、一人の投票が大切だとい
うことが分かりました。18 歳になったら投票して
みたいです」と話しました。

大野自然学校で協和小学校が宿泊学習

▲沢登りの様子

▲野外炊事で作ったピザは美味しかったです。 ▲小枝でキーホルダーを作っています。

　５月 24、25 日、大野自然学校で協和小学校の宿泊学
習が行われました。これは、郷土の豊かな自然に触れ
る体験を通して、規律正しい集団生活を身に付けるな
どの目的で行われたものです。宿泊学習では、テント
設営、野外炊事、沢登り等を行いました。沢登りでは、
難所で手を取り合い、協力する場面が多々見られ、び
しょ濡れになりながら、全員無事ゴールしました。瀬
脇杏

あ み

心さん ( ６年 ) は「水が冷たかったけど、とても楽
しかったです」と話しました。２日間天候にも恵まれ、
とても楽しい思い出となりました。

市民の皆様ご協力ありがとうございました
「ウクライナを支援する垂水市民の会」の活動報告

　「ウクライナを支援する垂水市民の会」が５月 31 日
をもって活動を終えました。当会は、ポスターや募金箱
等を作成し、街頭や垂水校区振興会連絡協議会を通じて
各振興会への募金、署名の呼びかけ活動等に取り組みま
した。ゴールデンウィークには水之上地区、牛根地区
の児童クラブの児童も参加して、道の駅たるみずはま
びら等でも署名、募金活動を行い、多くの皆様から署名・
募金をいただくことができました。集まった署名と募
金は、１日でも早く平和な日常に戻ることを願いウク
ライナ、ロシアの在日大使館に送付いたしました。

▲ウクライナを支援する垂水市民の会の皆さん

▲道の駅たるみずはまびらでの募金活動の様子

【活動報告の詳細】（活動期間：４月１日～５月 15 日）

・ロシア政府に対する署名　４，９１８筆
　５月 24 日に在日ロシア大使館に送付

・ウクライナへの支援募金　３，１３１，３９４円
　５月 25 日に在日ウクライナ大使館の銀行口座に振込

・ゼレンスキー大統領に支援メッセージ送付

【ご支援・ご協力いただきました皆様へ】
この度は、短期間にもかかわらず、多くの方々のご理解・
ご協力を賜り誠にありがとうございました。

垂水ファイターズ
ヤングリーグ選手権大会小学部優勝

　６月４日に鹿屋市で行われた、『第 30 回ヤング
リーグ選手権大会 小学部 九州第二支部予選大会』
で、垂水ファイターズが優勝し、７月に兵庫県淡路
島で行われる全国大会への出場権を獲得しました。
主将の福重徠

ら い

選手 ( 垂水小６年 ) は「みんなで力を
合わせて勝ち取る事ができました。これからも練習
を頑張りレベルアップして、全国大会に挑みたいで
す。楽しみです」と話しました。

【随時見学体験受付中！】ご興味のある方は下記まで！

垂水ファイターズ ( 事務局 )：☎ 090-1079-0962

庭に実ったたくさんの桃！

　６月初旬、平さん ( 柊原地区 ) のご自宅の庭にあ
る桃の木に、近年稀に見るたくさんの桃が実りまし
た。この桃の木は、８年ほど前にご友人からもらっ
たもので、いつもは約 100 個の桃が実っていました
が、今年は４倍の約 400 個実りました。情報を提供
いただいた平さんは「とてもたくさん実って驚きま
した。皆さんにも見てもらいたいと思いました」と
話しました。たくさん実った原因は分からないとの
ことですが、桃は近所の方やご友人におすそ分けし
たそうです。話題の提供ありがとうございました。
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 133mm：19,000 円～

農業委員会とカトリック垂水幼稚園園児で
とうもろこしを大収穫！

　６月９日、農業委員会の皆さんと、カトリック垂水幼
稚園の園児が、とうもろこしの収穫を行いました。こ
れは耕作放棄地の再生を目的に毎年農業委員会が行っ
ているもので、委員自らが農機具等を持ち寄り、収穫
しています。参加した園児たちは「収穫は汗をかいて
大変だったけど、楽しかった」「たくさん獲れて嬉しかっ
た」と話しました。箱いっぱいのとうもろこしを収穫
した後、園児たちは獲れたてのとうもろこしを味わい、
その美味しさに夢中になっていました。笑顔あふれる、
楽しいとうもろこし収穫となりました。 ▲農業委員会とカトリック垂水幼稚園のみなさん

▲そのまま食べてもとってもおいしかったです。 ▲たくさん収穫できました！

緊急時に備えて
松ケ崎小学校の児童が総合防災訓練

　６月 11 日、松ケ崎小学校で総合防災訓練が行われま
した。これは、災害等における緊急時の避難や応急手当、
炊き出しの仕方等について学ぶために同小学校が企画
したものです。日本赤十字社県支部職員の方による指導
の下、同小学校の児童たちは避難訓練のほか、三角巾
を使った手当や非常食づくり等を行いました。森木田
恋
れ ん

さん ( ６年 ) は「炊き出しや三角巾を使った手当の仕
方等を知ることができてよかったです。色々な救助の
仕方を、いざという時にできるようにしたいです」と
話しました。体験学習を通じ、防災意識が高まりました。 ▲ヘルメットを着用し避難準備。

▲みんなで一緒に非常食づくり。 ▲三角巾で包帯を作ろう。
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さっと、見落としがちな「お知らせ」。
でも大事な情報が詰まっています！見逃さないで！

見 逃 せ な い ！

催
物

令
和
４
年
度
第
２
回
境
地
域
交

流
会
「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
」

■
開
催
日　

８
月
７
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

■
場
所　

境
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

■
内
容　

①
海
釣
り
体
験　

　

②
錦
江
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体
験

　

③
リ
ズ
ム
体
操　

④
境
地
区
物
産
展

　

⑤
特
産
品
抽
選
会　

⑥
そ
の
他

■
そ
の
他

　

海
釣
り
体
験
と
錦
江
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体

　

験
は
申
込
が
必
要
で
す
。

　

申
込
方
法
及
び
参
加
費
に
つ
い
て
は
チ
ラ

　

シ
又
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
境
地
区
公
民
館

　

☎
０
９
９
４

－

36

－

3
4
1
4

第
16
回
錦
江
湾
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

大
会
in
垂
水

■
開
催
日　

７
月
31
日
（
日
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

■
場
所　

道
の
駅
た
る
み
ず
は
ま
び
ら
併
設

　
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
た
る
み
ず
」
海
岸

■
内
容

〇
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス
（
往
復
約
２
㎞
）

①
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
（
２
人
１
組
の
20
組
）

・
親
子
の
部
（
小
学
生
と
そ
の
親
）

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

②
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
５
人
）

〇
体
験
会
（
30
人
程
度
）

　

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
、
カ
ヤ
ッ
ク
等

■
そ
の
他

　

本
掲
載
内
容
は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
詳
細
や
申
込
方
法
に

　

つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
文

　

書
回
覧
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
）

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

7
5
5
1

Ｔ
ａ
ｒ
ｕ
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ

ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
２
０
２
２

　

今
年
は
「
た
る
み
ず
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

夏
祭
り
」
に
代
わ
り
、「
Ｔ
ａ
ｒ
ｕ
ｍ
ｉ
ｚ

ｕ 
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
２
０
２
２
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
自
宅
の
近
く
や
、
見
晴
ら
し
の
良

い
場
所
か
ら
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

８
月
６
日
（
土
）

■
時
間　

20
時
22
分
～
（
約
３
分
間
）

■
場
所
（
次
の
港
湾
・
漁
港
近
く
）

　

新
城
・
柊
原
・
垂
水
港

　

垂
水
新
港
・
海
潟
・
浮
津

■
注
意
事
項　

・
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
花
火
の
保
安
距
離
を
保
つ
た
め
、
打
ち
上

　

げ
場
所
に
集
ま
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

　

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

垂
水
市
商
工
会
青
年
部

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

０
２
２
５

令
和
５
年
垂
水
市
「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」

　

民
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
垂
水
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
成
人
式
」
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
従
来
通
り
20

歳
の
方
を
対
象
に
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
開
催
日　

令
和
５
年
１
月
５
日
（
木
）

■
時
間　

受
付
：
午
前
９
時
～

　
　
　
　

開
始
：
午
前
10
時
～

■
場
所　

垂
水
市
文
化
会
館

■
対
象　

平
成
14
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～

　
　
　
　

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係　

☎
32

－

０
２
２
４

募
集

令
和
５
年
垂
水
市
「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
実
行
委
員

　

垂
水
市
で
は
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
る
実
行
委
員
を
募
集

い
た
し
ま
す
。
友
人
同
士
で
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
！
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容　

　

実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
二
十
歳
の
つ

　

ど
い
の
企
画
・
運
営
協
議
等

■
募
集
人
数　

10
人
程
度

■
募
集
締
切　

７
月
29
日
（
金
）

■
対
象　

平
成
14
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～

　
　
　
　

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係　

☎
32

－

０
２
２
４

第
14
回
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ

第
48
回
お
お
の
探
検
隊

〇
第
14
回
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ

■
開
催
日　

８
月
11
日（
木
）～ 

12
日（
金
）

　
　
　
　
　
（
１
泊
２
日
）

■
場
所　

大
野
自
然
学
校

■
対
象　

垂
水
市
内
在
住
の

　
　
　
　

小
学
１
年
生
～
３
年
生

■
定
員　

20
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

　
（
食
事
代
、
保
険
代
等
）

■
内
容　

テ
ン
ト
設
営
、
野
外
炊
事
、

　

演
習
林
で
の
川
遊
び
等

〇
第
48
回
お
お
の
探
検
隊

■
開
催
日　

８
月
16
日（
火
）～ 

18
日（
木
）

　
　
　
　
　
（
２
泊
３
日
）

■
場
所　

大
野
自
然
学
校

■
対
象　

垂
水
市
内
在
住
の

　
　
　
　

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

■
定
員　

20
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

４
０
０
０
円

　
（
食
事
代
、
保
険
代
等
）

■
内
容　

野
外
炊
事
、
沢
登
り
等

〇
共
通

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
申
込
期
間　

　

７
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

■
そ
の
他　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

　

況
に
よ
っ
て
は
、
日
程
や
活
動
内
容
を

　

変
更
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
32

－

０
２
２
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
32

－

1
5
2
5

　

大
野
自
然
学
校

　

☎
32

－

０
１
５
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
35

－

０
２
３
０

親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

■
開
催
日　

８
月
21
日
（
日
）（
日
帰
り
）

■
場
所　

大
野
自
然
学
校

■
対
象　

垂
水
市
内
在
住
の
小
中
学
生
の

　

子
ど
も
を
も
つ
家
族

■
定
員　

10
家
族　

※
先
着
順

■
参
加
費　

１
人
あ
た
り
５
０
０
円

　
（
食
事
代
、
保
険
代
等
）

■
内
容　

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

　

ク
ラ
フ
ト
活
動

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
申
込
期
間　

　

７
月
８
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

■
そ
の
他　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

　

況
に
よ
っ
て
は
、
日
程
や
活
動
内
容
を

　

変
更
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
32

－

０
２
２
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
32

－

1
5
2
5

「
市
政
ミ
ニ
報
告
会
」
受
付
中

　

市
長
が
皆
様
と
直
接
お
会
い
し
、
市
の

取
組
の
報
告
や
皆
様
と
の
意
見
交
換
を
行

う
た
め
市
政
ミ
ニ
報
告
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

５
～
10
名
（
要
相
談
）

■
時
間　

１
時
間
程
度

■
場
所　

公
民
館
等

※
場
所
の
確
保
は
申
込
者
で
ご
対
応
く
だ

　

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　

企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

　

☎
内
線
２
２
１

▲ 詳しくは 
 　県 HP から

▲ 詳しくは 
 　市 HP から

※写真はイメージです。
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お
知
ら
せ

垂
水
９
号
線
道
路
改
良
工
事
に

伴
う
通
行
規
制

　

垂
水
９
号
線
道
路
改
良
工
事
の
施
工
に

伴
い
、
さ
か
や
フ
レ
ン
ズ
入
口
か
ら
Ａ
・

コ
ー
プ
前
交
差
点
ま
で
の
通
行
規
制
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
通
行
規
制
の
期
間
・

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
案
内
看
板
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
工
事
名　

垂
水
９
号
線
道
路
改
良
工
事

■
通
行
規
制
（
予
定
）　

　

片
側
交
互
通
行

■
規
制
期
間
（
予
定
）　

　

７
月
上
旬
～
12
月
下
旬

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
土
木
課
土
木
係

　

☎
内
線
３
５
０
・
３
５
１

企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）について
　本市では、市外に本社を置く企業の皆様からの寄附（企業版ふるさと納税）により、「フェンシング

のまち　たるみず」実現プロジェクトを展開し、フェンシングを通じて地域を活性化し、市民の健康増

進や、交流人口・関係人口の創出に取り組んでいます。

▪寄附企業紹介

　　令和３年度は、次の企業の皆様から寄附をい
　ただきました。ご支援に感謝申し上げます。

詳しくは
市 HP から

企業名 金額

ＡＭＵＳＥ 株式会社 非公表

中央ロード工業 株式会社 10 万円

三洋紙業 株式会社 100 万円

※ 敬称略、順不同

▪企業版ふるさと納税の概要

　　企業の皆様が、寄附を通じて地方公共団体の
　行う地方創生の取組を応援した場合に、税制上

　の優遇措置が受けられる仕組みです。

※本社所在地が市外の企業様が制度の対象となり
　ます。

〇 企業様へのメリット

　・社会貢献（企業の PR 効果、SDG ｓの達成）
　・本市との新たなパートナーシップの構築

〇 垂水市の取組を応援したいという企業の皆様、

　 お気軽にお問い合せください。

問企画政策課政策推進係 ☎ 内線 245

相
談

「
遺
言
・
相
談
」
相
談
会

　

司
法
書
士
制
度
１
５
０
周
年
を
記
念
し

て
、
全
国
一
斉
の
司
法
書
士
に
よ
る
相
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■
会
場　

・
大
隅
地
区
司
法
書
士
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

錦
江
町
城
元
１
０
４
３

－

4

・
Ｌ
ｉ

－

Ｋ
ａ
１
９
２
０
（
ラ
イ
カ
）

　

鹿
児
島
市
中
央
町
19

－

4

■
相
談
方
法

①
対
面
に
よ
る
面
談
相
談

②
電
話
相
談
（
当
日
の
み
）

　

☎
０
１
２
０

－

33

－

9
2
7
9

※
面
談
相
談
、
電
話
相
談
い
ず
れ
も
、
予

　

約
不
要
で
先
着
順
で
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、

　

常
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９

－

2
5
6

－

0
3
3
5

▲ 詳しくは 
 　こちらから

A コープ

さかやフレンズ

垂水市公設地方
卸売市場

海

片側交互通行

令
和
４
年
度
「
錦
江
湾
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
・
夏
の
部
」

　

３
年
振
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
市

内
一
円
の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
す
。
美
し

い
錦
江
湾
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

８
月
７
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
６
時
～
午
前
９
時

■
場
所　

海
岸
部
（
河
川
部
も
含
む
）

■
ご
み
袋　

当
日
配
布

■
ご
み
分
別

①
可
燃
・
不
燃
・
資
源
ご
み
に
分
別
し
、　

　

砂
を
落
と
し
て
集
め
て
く
だ
さ
い
。

②
家
庭
内
ご
み
、
集
落
内
清
掃
ご
み
、
粗

　

大
ご
み
、
産
業
廃
棄
物
、
草
木
は
回
収

　

し
ま
せ
ん
。

・
燃
や
せ
る
ご
み

①
紙
類
（
紙
く
ず
、
雑
誌
、
新
聞
紙
等
）

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
食
品
の
包
装
等
）

③
は
き
物
（
靴
、
サ
ン
ダ
ル
、
長
靴
等
）

④
釣
り
用
品
（
釣
り
竿
、
釣
り
糸
等
）

⑤
そ
の
他
（
た
ば
こ
の
吸
い
殻
等
）

・
燃
や
せ
な
い
ご
み

①
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
陶
器
類

②
金
属
類
（
金
属
の
破
片
等
）

③
そ
の
他
（
あ
き
び
ん
、ラ
イ
タ
ー
、電
球
、

　

電
池
等
）

・
資
源
ご
み

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

②
空
き
缶

③
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

※
缶
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
要
分
別

※
右
記
の
分
別
は
、
今
回
の
み
適
用

■
ご
み
の
回
収　

　

垂
水
市
建
設
業
組
合
の
ト
ラ
ッ
ク
（
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
参
加
者
全
員
で
積
み

　

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
保
険

　

市
で
本
事
業
に
お
け
る
作
業
を
対
象
と

　

し
た
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
は
保
険
対

　

象
外
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課

　

地
域
振
興
係
☎
内
線
２
４
６

保
険
証
の
更
新
・
発
送

　

８
月
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
保
険
証

を
郵
送
で
交
付
し
ま
す
。

■
発
送
予
定
日

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お
よ
び
国

　

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
者
受

　

給
者
証

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

７
月
19
日
（
火
）
～ 

７
月
22
日
（
金
）

※
他
の
住
所
へ
郵
送
・
簡
易
書
留
を
希
望

　

さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
国
保
係

　

☎
内
線
１
４
０
・
１
６
０
・
１
６
１

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
週
間

　

鹿
児
島
県
で
は
、
７
月
25
日
か
ら
31
日

ま
で
の
「
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
週
間
」

に
お
い
て
、
県
民
の
方
に
広
く
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
積
極

的
に
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
意
識
啓

発
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

〇
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク
「
信
頼
の
回
覧
板
」

■
日
時　

７
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
定
員　

１
０
０
人

■
場
所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

西
棟
２
階
中
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

〇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
こ
ど
も
映
画
教
室
」

■
日
時　

７
月
31
日
（
日
）
10
時
～
16
時

■
定
員　

16
人

■
場
所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

西
棟
２
階
中
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

小
学
生

※
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
７
月

　

24
日
～
31
日
）
や
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ

　
（
７
月
16
日
～
31
日
）
等
で
男
女
共
同
参

　

画
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９

－

2
2
1

－

6
6
0
3

情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
制

度
の
運
用
状
況
公
表

■
情
報
公
開
制
度

①
開
示
請
求
43
件
（
全
部
開
示
22
件
、
部

　

分
開
示
15
件
、
不
開
示
６
件
）

②
審
査
請
求　

０
件　
　

■
個
人
情
報
保
護
制
度

①
開
示
請
求
０
件

②
審
査
請
求　

０
件

■
請
求
方
法　

総
務
課
に
て
所
定
の
請
求

　

書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　

※
電
話
や
口
頭
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
開
示
の
決
定

　

原
則
と
し
て
、
請
求
書
を
受
け
付
け
た

　

日
か
ら
15
日
以
内
に
、
開
示
・
不
開
示

　

の
決
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
費
用　

無
料

※
文
書
の
写
し
が
必
要
な
と
き
は
、
実
費

　

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

　

審
査
会
は
、
３
人
の
学
識
経
験
者
で
構

　

成
さ
れ
、
実
施
機
関
の
不
開
示
決
定
や

　

部
分
開
示
決
定
な
ど
に
対
し
て
、
請
求

　

者
か
ら
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
に
、　

　

そ
の
決
定
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に

　

つ
い
て
、
公
平
な
立
場
で
審
査
す
る
救

　

済
機
関
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
行
政
係
☎
内
線
２
２
４
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子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯、住民税均等割が非課税の方等が対象）

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、物価高騰等に直面する低所得の子育て世帯

に対し、子育て世帯生活支援特別給付金を支給することにより、実情を踏まえた生活支援を行います。

※支給対象の方でも、申請が不要な場合と、必要な場合がございます。必ず下記内容をご確認ください。

◎子育て世帯生活支援特別給付金
　■ 支給額　対象児童１人あたり一律５万円　　■ 支給方法　口座振込

▶ひとり親世帯
　■ 支給対象者
　　 ①【申請不要】令和４年 4 月分の児童扶養手当の支給を受けている方
　　　　　　　　　 （６月中に児童扶養手当を支給している口座に支給済み）

　　 ②【要申請】公的年金等を受給していることにより、令和４年 4 月分の児童扶養手当の支給を受
　　　　　　　　  けていない方。（※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限ります。）

　　 ③【要申請】令和４年４月分の児童扶養手当は受給していないが、新型コロナウイルス感染症の影
　　　　　　　　  響で家計が急変し、収入が児童扶養手当を受給している方と同じ水準となっている方

▶ひとり親世帯でない方
　■ 支給対象者
　　 ①【申請不要】令和４年 4 月分の児童手当又は特別児童扶養手当の支給を受けており、令和４年度住

　　　　　　　　　  民税均等割が非課税の方（６月中に児童手当又は特別児童扶養手当を支給している

　　　　　　　　　 口座に支給済み）

　　 ②【要申請】対象児童（（令和４年３月 31 日時点で 18 歳未満の子）障害児については 20 歳未満）
　　　　　　　　の養育者で、以下のいずれかに該当する方
　　　　　　　　　・令和４年度の住民税均等割が非課税の方
　　　　　　　　　・新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度住民税均等
　　　　　　　　　　割が非課税である方と同様の収入にあると認められる方

　※令和４年４月から令和５年２月末までに生まれる新生児も対象となります。
　※この給付金はひとり親世帯分とひとり親以外世帯分の併給はできませんのでご注意ください。
▶高校生等のお子様がいらっしゃるご家庭へ
　【要申請】以下の対象者に当てはまる場合は申請が必要です。

　■ 支給対象者（①、②の両方にあてはまる方）
　　①対象児童（（令和４年３月 31 日時点で 18 歳未満の子）障害児については 20 歳未満）の父母等
　　②令和４年度住民税均等割が非課税の方または令和４年１月１日以降の収入が急変し、住民税非課
　　　税相当の収入となった方

　※なお、先に掲載してある子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分、ひとり親世帯以外の方）
　　の支給を既に受けている場合は、本給付金の支給は受けられません。

問 福祉課子育て支援係 ☎ 内線 124

詳しくは
市 HP から

■ 申請方法　福祉課窓口へ直接お越しいただき申請していただくか、電話連絡により、申請書の交
　　　　　　 付（郵送）を受け、申請書一式をご提出ください。

■ 申請期間　令和４年７月１日（金）～ 令和４年 7 月 29 日（金）
　　　　　　 ※ 最終申請期限は令和５年２月 28 日と定められていますが、給付金が受け取れる可
　　　　　　　   能性があると思われる世帯の方は、できるだけお早めに申請をお願いします。

保
健
・
福
祉

お
口
の
健
康
フ
ェ
ア

　

県
歯
科
衛
生
士
会
で
は
、
口
腔
保
健
の

維
持
向
上
の
普
及
啓
発
を
図
り
、
歯
科
衛

生
士
の
業
務
内
容
や
役
割
を
知
っ
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
致
し
ま
す
。

■
開
催
日　

８
月
７
日
（
日
）

　

13
時
～
15
時
30
分

■
開
催
場
所　

鹿
児
島
県
歯
科
医
師
会
館

　

２
階　

研
修
室
１

■
対
象　

小
学
生
と
保
護
者
（
先
着
10
組
）

■
参
加
費　

無
料

■
内
容　

①
お
口
と
体
の
健
康
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ

②
お
口
の
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

③
歯
科
衛
生
士
の
お
仕
事
や
学
校
紹
介

■
申
込
方
法　

　

鹿
児
島
県
歯
科
衛
生
士
会
の
ホ
ー
ム　

　

ペ
ー
ジ
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

７
月
16
日
（
土
）

■
そ
の
他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
発
生
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
に

　

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
申
込
時
に
連

　

絡
先
を
必
ず
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
中

　

止
の
場
合
に
の
み
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
課

　

健
康
増
進
・
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
２
１

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
か

ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
で
き
ま
す
。

■
販
売
種
類

〇
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等　

５
億
円
×
24
本

　

前
後
賞
各　

１
億
円
×
48
本

※
当
選
本
数
は
24
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

〇
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

１
等　

３
千
万
円
×
28
本

※
当
選
本
数
は
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

■
販
売
期
間

　

７
月
５
日
（
火
）
～
８
月
５
日
（
金
）

■
抽
選
日　

８
月
17
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
公
益
財
団
法
人

　

鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

　

☎
０
９
９

－

2
0
6

－

１
０
０
１

令
和
４
年
度
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
開
始

　　
「
所
得
の
減
少
」、「
失
業
」
な
ど
の
理
由

に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
基
準
額
（
目
安
）

　

単
身
世
帯
（
扶
養
親
族
な
し
）

　

令
和
３
年
中
の
所
得
額

①
67
万
円
以
下
：
全
額
免
除　
　

②
88
万
円
以
下
：
４
分
の
３
免
除

③
１
２
８
万
円
以
下
：
半
額
免
除

④
１
６
８
万
円
以
下
：
４
分
の
１
免
除

■
免
除
期
間

　

令
和
４
年
７
月
分
～
令
和
５
年
６
月
分

　

ま
で
の
１
年
間

※
過
去
の
未
納
期
間
に
つ
い
て
は
、
２
年

　

１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で

　

き
ま
す
。

■
申
請
受
付
開
始　

　

令
和
４
年
７
月
１
日
（
金
）

■
必
要
書
類

①
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
又
は
個
人
番

　

号
の
わ
か
る
も
の　
　

②
離
職
票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
（
失
業
者
の
み
）

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電
子
申

　

請
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

電
子
申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

　
「
利
用
者
登
録
」
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係
☎
内
線
１
６
３

　

鹿
屋
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
４

－

42

－

5
1
2
1

▲ 登録は 
 　こちらから

垂
水
市
体
育
館
の
無
料
解
放

　

子
ど
も
の
遊
び
場
を
提
供
す
る
た
め
、

垂
水
市
体
育
館
を
無
料
解
放
し
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
準
備
の
う
え
、
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
利
用
可
能
日

　

８
月
１
日
（
月
）、17
日
（
水
）、31
日
（
水
）

※
13
時
～
16
時
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

■
利
用
可
能
場
所　

垂
水
市
体
育
館

・
１
階
フ
ロ
ア

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
等

※
硬
い
ボ
ー
ル
（
野
球
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
等
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
２
階
卓
球
場
等

　

卓
球
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
対
象　

小
学
生
以
下

　
（
保
護
者
の
方
は
ご
利
用
で
き
ま
す
）

■
そ
の
他

・
保
護
者
の
方
が
同
伴
す
る
等
、
各
自
で
安

　

全
確
保
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
利
用
者
が
多
い
場
合
に
は
、
利
用
人
数
の

　

制
限
を
行
い
、
交
代
で
の
利
用
を
お
願

　

い
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

・
水
分
補
給
が
で
き
る
よ
う
、
各
自
で
ご
準

　

備
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
玄
関
ロ
ビ
ー

　

以
外
で
の
飲
食
は
原
則
禁
止
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
☎
内
線
１
２
４

https://myna.go.jp
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住
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
ど
も
医
療
給
付
制
度（
申
請
）

　　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
受
診
を
控
え
る

こ
と
に
よ
る
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象

に
県
内
の
医
療
機
関
等
で
窓
口
の
支
払
い

が
無
料
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容　

　

制
度
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
県
内
の
医

　

療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
、
受
給
資
格
者

　

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
機
関
に
支
払

　

う
窓
口
負
担
金
（
一
部
負
担
金
）
が
無
料

　

に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

　

次
の
要
件
を
満
た
す
18
歳
ま
で
（
18
歳

　

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
）
の
子
ど
も

・
市
内
在
住
の
保
護
者
に
監
護
さ
れ
て
い
る

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る

・
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

・
生
活
保
護
等
の
他
の
医
療
扶
助
を
受
け
て

　

い
な
い

■
対
象
と
な
る
医
療
費　

　

保
険
診
療
が
適
用
の
入
院
（
食
費
は
除

　

く
）、
通
院
、
調
剤
、
訪
問
看
護
、
柔
道

　

整
復
療
養
費

※
保
険
適
用
分
は
窓
口
払
い
が
無
料
と
な

　

り
ま
す
が
、
保
険
適
用
外
分
は
、
お
支

　

払
い
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口　

福
祉
課
子
育
て
支
援
係

■
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
平
日
）

■
必
要
な
も
の　

　

対
象
児
の
健
康
保
険
証
（
写
し
）、
印
鑑

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
☎
内
線
１
２
４

住
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
ど
も
医
療
給
付
受
給
資
格
者

証
の
更
新
手
続
き

　

子
ど
も
医
療
給
付
（
窓
口
無
償
化
）
の

受
給
者
の
方
は
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
更
新
に
伴
う
手
続
き
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
必
ず

期
限
内
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
場
所　

福
祉
課
子
育
て
支
援
係

■
受
付
期
間　

　

７
月
19
日
（
火
）
～ 

29
日
（
金
）

■
対
象
者　

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
18
歳
ま
で
（
18

　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

　

日
ま
で
）
の
子
ど
も

■
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
、
受
給
資
格
者
証
、
対
象
児
の
健

　

康
保
険
証
（
写
し
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
☎
内
線
１
２
４

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
予
診

票
の
送
付
（
積
極
的
な
勧
奨
）
を
控
え
て

お
り
ま
し
た
が
、
予
防
接
種
法
の
改
正
に

よ
り
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
が
す
み
や

か
に
接
種
で
き
る
よ
う
令
和
４
年
度
か
ら

予
診
票
発
送
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
と
予
診
票
発
送　

①
平
成
21
年
～
平
成
18
年
生
の
女
性

　
（
中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
）

　

令
和
４
年
６
月
中
旬
発
送

②
平
成
17
年
生
～
平
成
14
年
生
の
女
性

　
（
17
歳
～
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
）

　

令
和
４
年
７
月
中
旬
発
送

③
平
成
13
年
生
～
平
成
９
年
生
の
女
性

　
（
21
歳
～
25
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
）

　

令
和
４
年
８
月
中
旬
発
送

■
接
種
費
用　

無
料

〇
任
意
接
種
済
の
皆
様
へ　

　

積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
予

　

防
接
種
法
に
規
定
す
る
予
防
接
種
の
機
会

　

を
逃
が
し
た
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

　

女
性
で
あ
っ
て
、
定
期
接
種
の
対
象
年
齢

　

を
過
ぎ
て
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感

　

染
症
に
係
る
任
意
接
種
を
受
け
た
方
に
対

　

し
て
、
費
用
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１

　

日
に
生
ま
れ
た
女
性

②
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
垂
水
市
に
住

　

所
が
あ
る
方

③
定
期
接
種
の
対
象
時
期
（
小
学
６
年
生
～

　

高
校
１
年
生
年
度
末
ま
で
）
以
外
で
ヒ
ト

　

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク

　

チ
ン
を
任
意
接
種
（
全
額
自
己
負
担
）
で

　

接
種
し
た
方

④
令
和
４
年
４
月
以
降
に
接
種
（
キ
ャ
ッ
チ

　

ア
ッ
プ
接
種
）
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

■
助
成
内
容　

最
大
３
回
接
種
分

　

１
回
上
限
１
５
７
２
７
円

■
申
請
期
間　

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

■
申
請
書
類

・
申
請
書

・
医
療
機
関
の
領
収
書
の
写
し

・
本
人
確
認
書
類

・
接
種
記
録
が
確
認
で
き
る
母
子
手
帳
等

・
振
込
口
座
の
写
し

※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
課

　

健
康
増
進
・
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
２
１

▲ 詳しくは 
 　こちらから

▲ 詳しくは 
 　こちらから

（仮称）垂水風力発電事業に係る
計画段階配慮書縦覧の開催

　株式会社ユーラスエナジーホールディングスでは、環境影響評価法に基づき、「（仮称）垂水風力発電

事業計画段階配慮書」の縦覧を次の通り予定しております。

▪縦覧期間（予定）

　７月 29 日（金）～ ８月 29 日（月）

▪縦覧場所（予定）

　垂水市役所１階ロビー
　牛根地区公民館
　松ヶ崎地区公民館
　協和地区公民館
　大野地区公民館
　事業者ホームページ

▪縦覧時間

　土・日・祝日を除く開庁時に準ずる

▪意見書の募集期間（予定）

　７月 29 日（金）～ ８月 29 日（月）消印有効 問企画政策課地域振興係 ☎ 内線 246

▪意見書の提出方法

① 縦覧場所に備え付けの意見書に必要事項を明記
　 又は任意の様式に住所・氏名・意見を明記の上、

　 縦覧場所の備え付けの意見書箱へ投函

② 事業者ホームページに掲載している意見書に必
　 要事項を明記又は任意の様式に住所・氏名・意

　 見を明記の上、後述の事業者連絡先へ郵送

▪事業者連絡先・意見書提出先

　〒 105 － 0001　
　東京都港区虎ノ門四丁目 3 番 13 号
　ヒューリック神谷町ビル 7 階　
　株式会社ユーラスエナジーホールディングス　
　（環境アセス担当）青木　03 － 5404 － 5337

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

（
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
）

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の
就
職

や
再
就
職
を
目
指
す
た
め
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
等
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

７
月
７
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　

９
月
１
日
（
木
）

■
訓
練
期
間　

10
月
４
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

12
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
は
休
み
）

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

■
場
所　

鹿
屋
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

■
授
業
料　

無
料

※
教
材
費
８
８
０
０
円
は
自
己
負
担
と
な

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６

－

44

－

2
2
0
6

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
の
募
集

　
垂
水
中
央
病
院
で
は
、
看
護
や
命
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、

「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
開
催
日　

８
月
５
日
（
金
）

■
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

垂
水
中
央
病
院

■
対
象
者　

小
学
５
年
生
以
上

■
申
込
期
限　

７
月
29
日
（
金
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

　

況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と
な
る
場
合
も

　

ご
ざ
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

垂
水
中
央
病
院
総
務
課

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

5
2
1
1

結
核
検
診

　

結
核
と
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺

に
炎
症
が
起
き
る
病
気
で
す
。
高
齢
者
の

場
合
は
、
症
状
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

65
歳
以
上
の
方

※
対
象
年
齢
の
方
で
あ
れ
ば
、
受
診
票
が

　

届
い
て
い
な
い
方
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

※
６
月
に
市
で
行
っ
た
肺
が
ん
検
診
を
受
診

　

し
た
方
は
、受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
検
診
料　

無
料

■
開
催　

７
月
15
日
（
金
）
～
27
日
（
水
）

■
場
所　

当
日
検
診
車
が
巡
回

※
病
院
や
職
場
検
診
で
結
核
検
診
（
レ
ン

　

ト
ゲ
ン
検
査
）
を
行
っ
た
方
は
、
事
前

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
日
程
が

　

延
期
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
課

　

健
康
増
進
・
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
２
１
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 133mm：19,000 円～

新型コロナウイルス感染症対策
屋内・屋外でのマスク着用について

◎屋内の場合

　人と距離（２m 以上を目安）が確保できる場合
　や距離が確保できなくても、会話をほとんど行
　わない場合は、マスクを着用する必要はありま
　せん。

（例）距離を確保しての図書館での読書、芸術鑑賞

◎屋外の場合

　人と距離（２m 以上を目安）が確保できる場
　合や距離が確保できなくても、会話をほとん
　ど行わない場合は、マスクを着用する必要は
　ありません。

（例）散歩やランニング、徒歩や自転車での通勤

※就学児も同様なマスク着用を推奨しています。

　マスク着用は従来同様、基本的な感染防止対策として重要です。一人一人の行動が大切な人と私たち

の日常を守ることに繋がります。※人混みの中や高齢の方と会う時は、マスクを着用しましょう。

◎就学前児のマスク着用について

　・２歳未満

　　マスクの着用は推奨しません。

　・２歳以上
　　他者との距離にかかわらず、マスク着用を一

　　律には求めていません。マスクを着用する場

　　合は、保護者や周りの大人が子どもの体調に
　　十分注意した上で着用しましょう。

▲ 詳しくは 
 　市 HP から
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【一般事務職】

前田 美沙／社会教育課（１児の母）

【一般技術職（土木技師）】

下本地 柊弥／土木課

【消防職】

神野 聖斗／消防本部

▪ 仕事内容
　　道路、河川等の維持管理及び災害復旧に関する設計業務、工事監督
　等を行い、垂水市の社会基盤を整備する業務を行っています。
▪ 仕事の魅力・やりがい
　　市民から要望を受け、老朽化した舗装の補修や新しく側溝を布設す
　る等の工事を行って、要望に応えた時はとても嬉しく思います。また、
　交通安全施設等の整備をすることで、市民が安心安全で暮らしやすい
　まちづくりに貢献できることにやりがいを感じています。
▪ 職場の雰囲気
　　とても明るく相談もしやすい、働きやすい環境です。1 人では解決
　できない時も、上司や先輩方が声をかけて丁寧に指導をしてくださる
　ので１人で抱え込むことがない職場だと感じています。
▪ 垂水市役所への入庁を希望する皆さんへ
　　仕事等で分からないことがあれば、上司や先輩方が丁寧に教えてく
　ださるので、働きやすい職場環境です。一緒に知識や技術を磨きなが
　ら垂水市のより良いまちづくりに貢献してみませんか。

▪ 仕事内容
　　救急救命士として市民の方が病気や怪我になったときに病院へ搬送
　することが主な仕事です。火災、救助等の災害への出動はもちろんで
　すが、器具や車両の点検、消防事務等があります。
▪ 仕事の魅力・やりがい
　　日々の訓練や過酷な災害現場等厳しい場面もありますが、努力や経
　験を通して人として成長することができ、その成果が市民の命や財産
　を守ることにつながってくることが魅力であると感じます。
▪ 職場の雰囲気
　　24 時間を先輩方と過ごすため、家族のように何でも相談できる職場
　環境です。訓練等では、厳しい指導を受けることもありますが、様々な
　知識・経験を積んだ頼りある先輩方に囲まれてとても心強く感じます。
▪ 垂水市消防本部への入庁を希望する皆さんへ
　　垂水市をより安心して暮らせる「まち」にするために、職員一人一
　人が日々の業務に取り組んでいます。様々な思いや経験を共有できる
　仲間と共に一緒に働いてみませんか。

▪ 仕事内容
　　垂水おもてなし少女・少年隊の皆さんの活動を支援したり、垂水市
　立図書館の運営の中で図書の購入や本の読み聞かせを行ったりと、垂
　水市の社会教育に関する業務に携わっています。
▪ 仕事の魅力・やりがい
　　小中学生と接する中で、元気よい挨拶や「ありがとう」と喜んでも
　らえると、元気をもらえます。また、イベント等のスタッフをする機
　会も多く、楽しみながら仕事ができるところが魅力だと思います。
▪ 仕事と子育ての両立
　　出産前から勤務の内容等にも配慮していただき、検診等の際にはお
　休みをもらえ、無理なく働くことができました。また、育児休業から
　復帰してからも、急遽休まなくてはならない時がありますが、子育て
　を優先できる職場の雰囲気があり、安心して働ける環境です。
▪ 垂水市役所への入庁を希望する皆さんへ
　　どんな仕事も垂水市や市民の皆さんの暮らしや幸せに繋がっている
　と考えると、やりがいをたくさん見つけられると思います。
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広報たるみずお便り

読者の
思い いつもお便り

ありがとう
ございます！

お便り＆市長へのメッセージ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  （　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式 WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト

　⇒市政の動き ⇒広報・広聴

　⇒広報誌 ⇒広報誌お便り

広報たるみずでは、皆様からのお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方の中から、抽選で素敵なプレゼントが当たります！

（詳しくは裏面をご覧ください。）
※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹介、プレゼントの発送及び統計資料作成以外の目的では使用いたしません。

お便りは
一部割愛させて

いただいております

少
子
高
齢
化
で
人
口
が
減
り
つ
つ
あ

る
本
市
に
明
る
い
光
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
鹿
大
の
大
石
、
小
林
両
先
生
に

よ
る
ご
協
力
の
元
、
慈
愛
会
と
包
括
連
携

協
定
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
の
道
筋
が
で

き
ま
し
た
。
本
市
で
出
産
と
子
育
て
が
で

き
る
の
は
、
若
い
お
母
さ
ん
方
に
と
っ
て

ど
れ
だ
け
心
強
い
こ
と
か
。
近
い
将
来
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
、
子
供
達
の
声
が
あ
ち

こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
そ
の
日
が
楽
し
み
で

す
。（
垂
水
市
在
住
／
Ｊ
Ｕ
Ｎ
ち
ゃ
ん
さ
ん

／
60
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　
▼

　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
は
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
市
民

満
足
度
調
査
に
お
い
て
「
子
育
て
環
境
の

整
備
・ 

支
援
と
母
子
保
健
の
推
進
政
策
」

は
、 

高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
一
方
、
満
足
度

の
視
点
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
対

応
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
は
産
科
医
療

機
関
が
な
く
、
出
産
の
際
は
市
外
の
医
療

機
関
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、

地
域
医
療
や
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
慈
愛
会
様
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

目
指
ざ
す
た
め
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
早
速
、

６
月
16
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

今
村
総
合
病
院
の
産
科
・
婦
人
科
部
長
の

貴
島
佳
子
医
師
を
お
招
き
し
、「
出
産
・
子

育
て
・
更
年
期
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
幅
広

い
女
性
の
悩
み
に
寄
り
添
っ
た
講
話
や
相

談
会
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
す
ぐ
で
き
る
支
援
か
ら
一
つ
ず

つ
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
推
進
す
る

こ
と
で
本
市
に
お
け
る
安
心
し
て
産
み
育

て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
、「
未
来

へ
の
種
ま
き
」
は
、
産
前
・
妊
娠
期
・
産

後
の
産
科
に
関
す
る
診
療
や
、
ケ
ア
を
行

う
地
域
医
療
の
新
し
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の

構
築
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。鹿

屋
市
か
ら
垂
水
市
に
転
入
し
て
２

年
３
か
月
。
当
初
は
灰
が
降
る
の

に
よ
く
ま
あ
～
。
歓
迎
と
？
皮
肉
？
垂
水

の
方
々
は
（
若
い
方
？
）
鹿
屋
へ
の
移
住

が
多
い
と
か
？
私
は
住
み
や
す
い
町
で
気

に
入
っ
て
ま
す
。
小
さ
い
町
の
わ
り
に
病

院
が
多
く
近
場
で
親
を
連
れ
て
行
く
の
に

も
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
の
充

実
を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ム
ツ
の
配

布
や
民
生
委
員
さ
ん
の
ご
親
切
に
も
感
謝
。

町
内
放
送
も
嫌
が
る
方
が
多
い
で
す
が
、

私
は
Ｏ
Ｋ
。
広
報
で
は
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が

楽
し
み
。
必
ず
旧
住
所
の
友
人
に
送
っ
て

い
ま
す
。（
垂
水
市
在
住
／
く
る
み
さ
ん
／

70
代
女
性
）

　
　
　
　
　
　
▼

　

く
る
み
さ
ん
、
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

垂
水
市
は
、
大
隅
の
玄
関
口
と
し
て
、

周
辺
の
市
町
村
へ
も
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

時
季
に
よ
っ
て
は
桜
島
の
灰
が
降
る
も
の

の
、
鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
桜
島
が
日
常
生

活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

し
て
の
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
、
在
宅
で

寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
で
、

常
に
紙
お
む
つ
が
必
要
な
方
に
紙
お
む
つ

の
現
品
給
付
を
行
い
、
在
宅
介
護
に
携
わ

る
方
々
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を

行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
社
会

奉
仕
者
で
あ
り
、
現
在
、
垂
水
市
で
は
56

人
の
方
々
が
そ
の
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
健
康

長
寿
の
取
組
と
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら

は
40
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
と
し
た
健
康

チ
ェ
ッ
ク
等
、
市
民
の
幸
せ
の
基
盤
で
あ

る
「
安
心
」
の
た
め
に
各
事
業
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

防
災
無
線
等
を
活
用
し
た
放
送
は
、
市

民
の
方
々
に
お
伝
え
し
た
い
重
要
な
情
報

を
放
送
す
る
も
の
で
す
が
、
降
雨
時
や
強

風
時
は
聞
こ
え
に
く
い
等
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。
７
月
１
日
よ
り
、
Ｈ
Ｐ
、
防
災
無

線
に
加
え
て
、
新
し
い
情
報
発
信
媒
体
と

し
て
垂
水
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、43
ペ
ー

ジ
の
「
別
枠
！
見
逃
せ
な
い
！
」
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
ご
活
用
い
た
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、

季
節
に
あ
っ
た
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
成

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待

ち
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月
号
の
ま
ち
の
話
題
に
記
載
さ
れ

て
い
た
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
エ
リ
ア
」
の
写
真
に
目
を
引
か

れ
ま
し
た
。
宮
城
県
石
巻
市
の
若
手
漁
師

団
の
皆
さ
ん
の
姿
が
か
っ
こ
よ
く
、
確
か

に
次
世
代
が
憧
れ
誇
れ
る
未
来
の
水
産
業

を
目
指
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
ひ
と

目
で
伝
わ
る
写
真
で
し
た
。
道
の
駅
た
る

み
ず
は
ま
び
ら
内
に
漁
師
団
の
皆
さ
ん
が

獲
っ
た
海
産
物
の
販
売
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
後
日
伺
う
こ
と
に
し
ま
す
。

ス
テ
キ
な
情
報
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
鹿
児
島
市
在
住
／
Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
／

40
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　
▼

　

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
、
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
の
皆
さ
ん
の
写
真
を
拝
見
し
た
時
、

と
て
も
か
っ
こ
よ
く
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
た
商
品
が
道

の
駅
た
る
み
ず
は
ま
び
ら(

た
る
た
る
ぱ

あ
く)

内
に
あ
る
『
こ
だ
わ
り
の
店 

海
鮮

よ
か
も
ん
市
場
』
で
販
売
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
回
設
置
さ
れ
た
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
リ
ア
」
は
三
陸
沿

岸
の
よ
り
す
ぐ
り
の
海
産
物
が
販
売
さ
れ

て
お
り
、
広
報
た
る
み
ず
６
月
号
で
紹
介

し
た
ホ
タ
テ
や
特
大
金
華
し
め
さ
ば
等
の

ほ
か
、
１
番
人
気
の
ホ
タ
テ
グ
ラ
タ
ン
や
、

牡
蠣
の
潮
煮
、
カ
レ
ー
、
缶
詰
等
の
加
工

品
も
多
数
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
大
勢
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
美
味
し
い
海
産
物
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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※うぶ声・おくやみは、個人情報保護のため、
　Webページ上では掲載しておりません。
　ご了承ください。



■発行
鹿児島県垂水市役所
http://www.city.tarumizu.lg.jp
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広 報 た る み ず

2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
7 月 1 日発行／ No.135

■住所
〒 891-2192
鹿児島県垂水市上町 114

■連絡先

TEL：0994-32-1111
FAX：0994-32-6625

■編集・デザイン
垂水市役所
企画政策課　秘書広報係

■コスト
ページ単価　1.59 円（税別）
本号コスト　77 円

■定期購読
市外在住の方を対象に、ご
自宅に毎月お届けする定
期購読を行っております。
詳しくはお尋ねください。

（年間購読料 1,500 円）

■ふるさと納税
積極的なふるさと納税事
業を展開しています。ぜひ
一度、ご覧ください！
http://www.furusato-tax.jp/
japan/prefecture/46214

市場休業日
７月 3 日（日）　７月 6 日（水）
７月 10 日（日）　７月 13 日（水）
７月 17 日（日）　７月 18 日（月）
７月 20 日（水）　７月 24 日（日）
７月 27 日（水）　７月 31 日（日）

◎農林課／☎内線 240

納税等
７月分納期限　８月１日（月）
❶固定資産税／第２期

❷国民健康保険税／第１期

❸後期高齢者医療保険料／第１期

❹住宅使用料／７月分

❺保育料／７月分

❻介護保険料／第４期

◎税務課／☎内線 136

桜島降灰収集
❶新城・柊原・牛根地区（第 1 火曜）
　７月 5 日（火）
❷上記以外の地区（第 2・4 火曜）
　７月 12 日（火）
　７月 26 日（火）

◎土木課／☎内線 350

推計人口   ６月１日現在

❶総人口／ 13,185 人（26）
❷世帯数／ 6,440 世帯（33）
❸男性／ 6,138 人（12）
❹女性／ 7,047 人（14）
※総人口減
　自然減（-14）社会減（40）
※（　　　）は前月比

◎総務課／☎内線 357

休日在宅医・薬局  ◎保健課／☎内線 138

日程 病院名 連絡先 薬局名 連絡先

7 月 3 日（日） 相良整形外科 31-3081 ライフ薬局 31-3322

7 月 10 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

7 月 17 日（日） 桑波田診療所 32-0002 フタヤ薬局　垂水店 32-7252

7 月 18 日（月・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

7 月 24 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

7 月 31 日（日） 東内科小児科クリニック 32-5522 いちご薬局 32-3656

8 月 7 日（日） ふくまる皮フ科 32-7771 ヘルシー薬局　垂水店 32-9022

8 月 11 日（木・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

8 月 14 日（日） よしとみクリニック 45-4215 小みかん薬局 32-8118

8 月 21 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

8 月 28 日（日） 池田温泉クリニック 32-6161 アルファー薬局 32-6400
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